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第１章 本プランの策定について 

 

１ 策定の趣旨 

   本市では、平成 24年３月に「仙台市健やかな体の育成プラン」、平成 29 年１月に「仙台市

健やかな体の育成プラン 2017」（以下「プラン 2017」と略記します）を策定しました。「プラ

ン 2017」では、「食習慣・運動習慣・生活習慣を通して、毎日の生活を明るく、楽しく、生き

生きと健康的に過ごすことのできる児童生徒の育成」を目標に、「食育」「学校体育」「学校保

健」の３つの分野において、総合的かつ体系的に取り組んできました。この「プラン 2017」

は、平成 29 年度から令和３年度の５年間を計画期間としていましたが、令和２、３年度は新

型コロナウイルス感染症の影響により、施策に係る取組の多くを実施することができなかっ

たため、期間を２年間延長し、コロナ禍の中でも優先的に取り組むべき内容を取り上げ、「コ

ロナ下集中対応プラン」として実施しました。 

   「コロナ下集中対応プラン」を含めた「プラン 2017」が令和６年３月に計画期間を終える

ことから、これまでの諸事業の効果を検証するとともに、本市児童生徒を取り巻く状況の変

化やプランの成果と課題などを踏まえながら、今後５年間の本市の児童生徒の健やかな体の

育成に向けた教育施策の方向性を示す、「仙台市健やかな体の育成プラン 2024」（以下「本プ

ラン」という）を策定するものです。 

 

２ 本プランの位置付け 

   本プランは、「仙台市基本計画」で示された教育分野の施策を協働して推進する「仙台市教

育構想 2021」を上位計画とし、国の第４期教育振興基本計画及び学習指導要領の方向性に基

づいた健やかな体の育成のための施策に関する基本計画として位置付けています。 
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仙台市健やかな体の育成プラン 2024 

（令和６年４月～令和 11 年３月） 

仙台市教育構想 2021（令和３年４月～令和８年３月） 

 基本方針Ⅰ：夢と希望を持ち、自らの可能性に挑戦する力を育てる学校教育 

基本方針Ⅱ：健やかな心身を備え、豊かな人生を拓く力を育てる学校教育 

基本方針Ⅲ：個性に応じた一人ひとりの学びを促し、長所を引き出す学校教育 

基本方針Ⅳ：生涯にわたり誰もが主体的に自分らしく学べる機会の充実 

基本方針Ⅴ：学びでつながり、郷土を愛し絆を深める地域づくり 

基本方針Ⅵ：学びを支える確かな教育環境整備 

仙台市基本計画 

（令和３年度～令和 12 年度） 
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３ 計画の期間 

   「仙台市教育構想 2021」の計画期間が５年間であることや、「プラン 2017」において計画

期間を５年として、健やかな体の育成に取り組んできたことを踏まえ、本プランの計画期間

は、令和６年度から令和 10 年度までの５年間とします。 

 

４ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）との関連 

   持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、「誰ひとり取り残さない」を理念とし、実現に向けた

17 の目標を掲げています。ＳＤＧｓの理念や目標を実現していくためには、現代社会が直面

する環境、貧困、人権、平和、開発といったグローバルな課題を自らの課題として捉え、身

近なところから取り組むことにより、課題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出し

ていくことが求められています。 

   本プランにおいても、関連するＳＤＧｓの実現に向けた取組を推進していく必要があり、

以下の４つの目標達成を念頭に置きながら、本市の児童生徒の健やかな体の育成を進めてい

きます。 

仙台市教育構想 2021 全体に関連する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プランと関連の深い項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜目標４＞ 

質の高い教育を 

みんなに 

＜目標 17＞ 

パートナーシップで

目標を達成しよう 

 
＜目標３＞ 

すべての人に 

健康と福祉を 

＜目標 10＞ 

人や国の不平等を 

なくそう 
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第２章 児童生徒の健康をめぐる現状と課題 

 

１ 児童生徒を取り巻く状況 

近年の社会環境や生活環境の急激な変化及び新型コロナウイルス感染症の長期に及ぶ世界的

流行は、人々の生活様式に大きな影響を与えたたばかりでなく、児童生徒の心身にも影響をも

たらしました。それは、体力・運動能力の低下をはじめ、肥満傾向やストレスの増加、生活習

慣の乱れによる生活習慣病への危険性の高まりなど、様々な健康課題を引き起こしています。 

 

（１）子どもの健康課題 

現在の子どもは、体力・運動能力がピークだった昭和 60 年頃に比べて、身長や体重などの体

格面が上回っている一方、現在と当時の体力テストで共通する項目を比較すると、ほとんどが

下回っているなど、体力・運動能力の低下が指摘されています。また、運動への関心や意欲の

低下も見られ、運動する子どもと運動をしない子どもの二極化が進んでいます。さらには、肥

満・痩身、アレルギー疾患、メンタルヘルスの問題など、子どもの心身の健康には多様な課題

が生じています。 

こうした背景には、豊かで便利な生活の中で、子どもたちが直接体を使って体験したり活動

したりするという機会が減ってきていることが挙げられます。また、遊び場が減少しているこ

とに加えて、子どもが好む遊び自体が一人や少人数での室内遊びになっている傾向が強まって

います。さらに、少子化に伴って、子どもたちが集団遊びをすることが少なくなってきている

ことも、体力低下の要因の一つと考えられています。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症による影響 

  令和元年度末に始まった新型コロナウイルス感染症の長期間に渡る流行は、人々の生活に大

きな影響を与えました。学校においては、感染症対策に留意した教育活動が展開され、手洗い、

マスクの着用、換気、消毒、身体的距離の確保が求められました。感染拡大期は、児童生徒が

密集する活動や接触する活動を控えるなど、児童生徒同士の直接的な関わりを減らしました。

また、学校行事の中止や縮小、代替行事への変更等も行われ、学校生活は従来から一変しまし

た。 

  児童生徒の健康に関わる影響として、運動時間や運動機会の制限による運動不足の増加、運

動会や大会等の中止縮小による目標や達成感の喪失、黙食の実施による給食を楽しみとする児

童生徒の減少、コロナ禍の児童生徒のスクリーンタイムの増加等が挙げられ、国が実施する全

国体力・運動能力、運動習慣等調査においても、令和元年度以降、全国的に体力の低下傾向、

肥満の増加傾向が顕著に表れています。 
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（３）仙台市の体力や体格の現状 

 ①体力合計点の推移（全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 24 年度からの全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の経年変化を見ますと、仙台市

においては緩やかに体力の上昇傾向が見られていましたが、平成 30年度または令和元年度をピ

ークに低下に転じています。 

 

 ②肥満度が 20％以上の児童生徒の割合の推移（全国体力・運動能力、運動習慣等

調査結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  肥満度 20％以上（軽度・中度・重度肥満）の児童生徒の割合は、平成 24 年度以降、全国とほ

ぼ同様に推移しています。また、令和元年度以降、肥満の児童生徒が増加に転じており、特に、

男子に増加傾向が強まっています。 
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２ 国の動向 

（１）第４期教育振興基本計画（令和５年６月１６日閣議決定）より 

第４期教育振興基本計画には、今後５年間の教育施策の目標と基本施策が示されています。

健やかな体の育成に関する目標については、「生涯にわたって運動やスポーツに親しむ資質・

能力を育成するとともに、生活習慣の確立や学校保健の推進等により、心身の健康の増進と体

力の向上を図る」としており、基本施策として、学校保健、学校給食・食育の充実や、生活習

慣の確立、学校体育の充実・高度化を図ることが示されています。 

また、指標として、以下の５点を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学習指導要領が目指す方向性 

現行の学習指導要領における体育・健康に関する指導については、児童生徒の発達段階を考

慮して、学校の教育活動全体として取り組むことにより、健康で安全な生活と豊かなスポーツ

ライフの実現を目指した教育の充実に努めることが求められています。 

また、健やかな体の育成は、心身の調和的な発達の中で図られ、心身の健康と安全や、スポ

ーツを通じた生涯にわたる幸福で豊かな生活の実現と密接に関わるものであることから、体育・

健康に関する指導のねらいとして、心身ともに健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実

現が一体的に示されています。 

さらに、体力は、人間の活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の充

実に大きく関わっており、「生きる力」を支える重要な要素となっています。児童生徒の心身の

調和的発達を図るためには、運動を通して体力を養うとともに、食育の推進を通して望ましい

食習慣を身に付けるなど、健康的な生活習慣を形成することが必要であるとしています。 

 

３ 仙台市が目指す方向性 

（１）本市が目指す「健やかな体」 

    「仙台市教育構想 2021」では、命を大切に互いを理解し思いやる「豊かな心」、生きて働く知

識・技能と未知の状況にも対応できる思考力、学びに向かう力などからなる「確かな学力」、健

康で生き生きとした生活を送ることができる「健やかな体」をバランスよく育成することを目

指しています。 

健康的で活力ある生活を送ることは、人が生きていくうえでの土台となります。このことは、

「仙台市教育構想 2021」が目指す「たくましく、しなやかに自立する人」の育成につながるも

のです。こうした心身ともに健康な体が、本市の目指す「健やかな体」になります。 

・朝食を欠食する児童生徒の割合の減少  

・毎日、同じくらいの時刻に寝ている、毎日、同じくらいの時刻に起きている児童生徒の

割合の増加  

・１週間の総運動時間（体育授業を除く。）が 60分未満の児童生徒の割合の減少  

・卒業後にもスポーツをしたいと「思う」「やや思う」児童生徒の割合の増加  

・成人・障害者のスポーツ実施率の向上 
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（２）「仙台市教育構想 2021」における基本方針 

「仙台市教育構想 2021」では、基本理念のもと６つの基本方針を示しています。その方針の

一つである「健やかな心身を備え、豊かな人生を拓く力を育てる学校教育」（基本方針Ⅱ）の中

で、「健やかな体の育成」を取り上げています。 

そこでは、「体力は健康の維持といった身体面のほか、意欲や気力などの精神面の充実にも大

きく関わることから、望ましい食習慣や生活習慣づくり、体力の向上など、豊かな人生の基礎

となる健やかな体を育成します」としています。 

取組の方針として、「望ましい食習慣・生活習慣づくりの推進」や「体力の向上を目指した運

動の日常化の推進」を掲げています。 
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第３章 「プラン 2017」の取組状況と課題 

  

本市では、「プラン 2017」において「しっかり食べて、たっぷり運動し、ぐっすり眠り、笑顔と

元気があふれる仙台っ子」を、目指す児童生徒像とし、「食習慣・運動習慣・生活習慣を通して、

毎日の生活を明るく、楽しく、生き生きと健康的に過ごすことができる児童生徒の育成」をプラ

ンの目標にして取り組んできました。そして、３つの習慣ごとの施策や、３つの習慣を一体的に

推進するための施策を展開してきました。 

 ここでは、「プラン 2017」における３つの習慣の指標に対する現状やこれまでの主な取組状況を

振り返り、課題や今後求められるものを示します。 

 

１ 食習慣について  １日３食をバランスよく食べる食習慣 

（１）食習慣の指標に対する現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度は、コロナ対策として食事中の会話を控える、いわゆる「黙食」により静かに

食事をしなければならない状況にあったことから、食事への関心が低くなったと考えられま

す。しかし、黙食が常態化した中でも、給食やその他の場面等、皆で食事をする機会が増え

てきたため、令和３年度以降、小５においては増加傾向につながったと考えられます。一方、

中２については、平成 29年度以降目標値を上回ることなく推移しており、食事の楽しさを実

感させる取組が必要になっています。 

 

 

 

 

 

①健康のために毎日の食事を大切にしている児童生徒の増加 

仙台市健康実態調査における「食事をすることが『とても楽しみ』」と回答した割合に

ついて、平成 22 年度から平成 27 年度までの最高値を上回る。 

②「主食」と「おかず」の組み合わせによるバランスのとれた朝食を毎日食べる児童生

徒の増加 

仙台市健康実態調査における「朝食を『毎日食べる』」と回答した割合を 100％に近づ

けるとともに「主食・主菜・副菜を摂る割合」を「主食を摂る割合」に近づける。 
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 朝食を「毎日食べる」と回答した割合は、令和３年度まで小５で 90％前後、中２で 82～87％

程度で推移してきました。しかし、令和４年度は、中２男子を除き過去最低値を記録し、目

標値である朝食摂取率 100％との差が広がっています。朝食を欠食している児童生徒が増加

している状況にあります。 

また、「主食・主菜（おかず）・副菜（野菜など）を摂る割合」を「主食を摂る割合」に近づ

けることについては、中２男子以外は、平成 29 年度以降、主菜・副菜を摂る割合が緩やかに

減少傾向にあり、主菜の摂取が 50％を下回る状況にあります。主食のみを食べている児童生

徒が半数以上になっていることが伺え、家庭と連携した改善が必要です。 
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 小５については、平成 29 年度以降、低下傾向が続いており、令和４年度は過去最低値を記

録しました。コロナ禍において、給食時はグループでの会食をせずに黙食を続けてきたこと

から、食べることへの意欲が低下したり、給食を残すことに対するためらいが薄れたりした

ことが原因の一つと考えられます。中２については、特に女子について、黙食による孤食の

状態が食事への意欲や関心をさらに低下させていると考えられます。皆で楽しく給食を食べ

る中で、食への関心や意欲を高めていく取組が必要です。 

 

（２）食習慣に係る施策の取組状況 

 

 

【主な取組状況】 

○令和４年３月に「仙台市食に関する指導の手引 第二次改訂版」を発行し、指導例とし

て、新学習指導要領に沿った指導案や ICT を活用した指導案等を掲載しました。また、

給食指導用に特化した「給食指導編」を全学級担任に配付しました。 

○「食育月間」（６月）や「食育の日」（毎月 19 日）について、各学校・各給食センターの

献立表にロゴマーク等を掲載し食育の啓発に努めています。また、健康教育課や給食セ

ンター職員が学校訪問を実施し、衛生管理や食に関する指導への助言を行い、学校給食

を通した食育を推進しています。 

○平成 26年度以降、教職員を対象に「食に関する指導推進研修会」を開催しています。文

部科学省調査官や大学教授等の講演や実践発表を中心に実施し、教職員の資質や意識の

向上を図っています。 

【課題】 

 ○食育を一層推進していくために、その重要性を広く学校の教職員が認知・理解し、学校

全体として取り組む必要があります。 

 ○給食を生きた教材として積極的に活用した食育を推進する必要があります。 

③栄養のバランスがとれた給食で、苦手な食品も食べてみる児童生徒の増加 

仙台市健康実態調査における「給食を『残さず食べる』『食べることが多い』」と回答し

た割合について、平成 22年度から平成 27 年度までの最高値を上回る。 

①「仙台市食に関する指導の手引」を活用した食育の推進 
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【主な取組状況】 

 ○各学校において給食だより等を配付し、保護者に対して食への意識向上を図ったり、「給

食月間」や「食育の日」を周知したりして、家庭への啓発を行っています。 

 ○給食センター対象校では、センター主催の親子料理教室を実施し、単独調理校では、そ

れぞれの学校で親子料理教室を実施しました。令和２年度以降は、新型コロナウイルス

感染症の影響から実施を見送る学校もありました。 

 ○毎年１月の全国給食週間に合わせて「学校給食フェア」を開催しています。市役所食堂

と連携し、市民に向けて学校給食を提供しています。提供する給食は、毎年テーマを決

め、学校での人気献立を使用しており、毎年好評を得ています。 

 ○地元の農産物を活用した学校給食について、使用割合は増加傾向にあります。米飯は仙

台市産、パンは国産小麦（1/2 は宮城県産）を使用し、牛乳は宮城県産となっています。

地場産物を活用した食育の推進に努めています。 

【課題】 

 ○コロナ禍により、給食試食会などを控える学校が多かったため、家庭と連携する機会を

再創出していく必要があります。 

 ○家庭や地域と連携した食への関心を高めていくために、教育委員会や学校のホームペー

ジを充実させるなど、啓発のための取組を推進する必要があります。 

 

（３）食習慣に係る今後の課題 

「プラン 2017」における食習慣の指標に対する現状や主な取組状況から、今後の課題とし

て、以下の内容が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家庭・地域・関係機関との連携 

①給食時間を楽しみにするなど、食事の楽しさを感じる児童生徒を増加させること。 

②食べ残しを減らすなど、食事の大切さを理解し生活に生かす児童生徒を増加させるこ

と。 

③毎日朝食を食べたり、３食をバランスよく食べたりするなど、望ましい食習慣を実践す

る児童生徒を増加させること。 
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２ 運動習慣について 体力向上につながる運動習慣 

（１）運動習慣の指標に対する現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小５・中２とも平成 30年度以降、目標値を下回っており、特に中２については、令和３年

度から目標値との差が大きくなっています。長期化したコロナ禍により、小学生では十分に

運動に親しむことができなかったり、中学生では運動やスポーツ活動に制限が加えられたり

したことが、運動への関心に影響を与えていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小５・中２とも平成 29年度以降、減少傾向が見られ、令和元年度以降、目標値との差が広

がっています。また、令和３年度には小５男女が、令和４年度には中２男女が過去最低値を

記録しています。 

①運動が好きな児童生徒の増加 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における「運動やスポーツ・外遊びをすることが

『好き』」と回答した割合について、平成 22 年度から平成 27 年度までの最高値を上回

る。                       ※令和２年度全国調査は中止 

②運動をもっとしたいと思う児童生徒の増加 

仙台市健康実態調査における「運動やスポーツ・外遊びを『もっとやりたい』と思う」

と回答した割合について、平成 22年度から平成 27 年度までの最高値を上回る。 
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 小５・中２とも平成 29年度以降、減少傾向が見られ、令和２年度から４年度にかけて目標

値との差が広がりました。令和４年度には小５男女が過去最低値を記録しています。中２男

女においても過去２番目に低い値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小５・中２とも平成 29年度以降、減少傾向が見られましたが、小５・中２女子は令和３年

度以降、若干回復傾向が見られています。一方で、中２男子は、令和２年度から４年度にか

けて目標値との差が広がりました。 

 

 

 

③週３日以上運動する児童生徒の増加 

仙台市健康実態調査における「運動やスポーツ・外遊びを『ほとんど毎日する』」と回

答した割合について、平成 22年度から平成 27 年度までの最高値を上回る。 

④１日の運動時間が１時間以上の児童生徒の増加 

仙台市健康実態調査における「運動やスポーツ・外遊びを『１時間以上する』」と回答

した割合について、平成 22 年度から平成 27年度までの最高値を上回る。 
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 平成 28 年度からの６年間では、目標値を超える年度はありませんでした。平成 28 年度か

ら 30年度にかけては増加傾向にありましたが、令和元年度以降は減少しています。コロナ禍

前は、プランの成果が一定程度表れたと考えられますが、コロナ禍になり運動時間や運動頻

度の減少によって運動不足に拍車がかかり、運動習慣が十分に身に付かなかったことが、本

市児童生徒の体力に影響を与えていると考えられます。 

 

（２）運動習慣に係る施策の取組状況 

 

 

【主な取組状況】 

 ○本市では、平成 18年度から仙台市立学校の全児童生徒を対象に悉皆調査として取り組ん

できました。調査結果は、毎年「健康実態調査報告書」にまとめ、施策や研修会等に活

用し、各学校の体力向上の取組につなげています。 

 ○体力テストは、児童生徒が全力を出すこと及び正確に測定することが重要であるため、

テスト実施のための実技研修会を開催しています。また、児童生徒の体力・運動能力の

現状、体力向上に向けた学校の有効な取組を取り上げています。 

 ○各校における体力テスト実施の支援のために、仙台市スポーツ推進委員の協力を得なが

ら実施する体制を構築しています。 

【課題】 

 ○全ての児童生徒が全力で体力テストに取り組むための意欲付けや、その結果を用いて自

分自身の体力についての関心を高めていく必要があります。 

○体力テストの効率的な実施方法と効果的な結果活用方法を周知していく必要があります。 

 

 

 

⑤実技調査（種目、学年、男女別の全144項目）測定結果が全国平均を上回る率35％以上 

仙台市健康実態調査における測定結果が体力・運動能力調査（スポーツ庁）における全

国平均の割合を上回る率を 35％以上にする。 

①体力・運動能力調査の実施による実態把握及び結果の活用 
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【主な取組状況】 

○元トップアスリートや地元スポーツチームによるスポーツ教室を実施してきました。特

に体操教室やハードル走教室については、10年以上も継続した事業となっており、多く

の学校で訪問授業を行い、児童生徒に運動の楽しさや魅力を伝えてきました。 

○平成 29 年度から令和元年度まで、「パワーアップ仙台っ子コンソーシアム」による体力

向上推進事業を実施しました。教育委員会の他、関連する団体が事業に参加し、行政区

ごとにスポーツイベントを開催するなど、子供たちに運動やスポーツに親しむ機会を創

出しました。（令和２～４年度は、コロナにより中止） 

○コロナ禍でも運動する機会を設けるために、「パワーアップ仙台っ子通信」「コロナ下集

中対応プラン取組事例集」を発行し、運動遊びや運動事例を紹介しました。 

【課題】 

 ○コロナ禍により減少した運動機会を再創出するとともに、日常的に運動に親しむことが

できる環境づくりを進める必要があります。 

 ○運動や運動遊びの楽しさを伝えるためのアイデアや事例を紹介して教職員の意識を高め

るとともに、運動に親しむ児童生徒を増やしていく必要があります。 

 

 

 

【主な取組状況】 

○各校の体育担当教員や体育の授業づくりに関心を持つ教員を対象にした各種研修会を開

催し、体育の学習に求められているものや実際の指導法、授業のアイデア等を学ぶ機会

を設けてきました。 

○「パワーアップ仙台っ子通信」等で体育指導に効果的な YouTube 動画、コンテンツを紹

介しました。また、元オリンピック選手と共同で体操動画を制作し、授業等での活用が

できるようにしました。 

○授業づくりの支援として、小学校では体育実技補助指導者を、中学校では武道の授業に

武道実技補助指導者を派遣しています。また、中学校・高校の運動部活動については、

例年約 150 名の外部指導者を配置し、部活動支援を行っています。また、平成 30 年度か

らは、単独で部活動指導ができる部活動指導員を配置しています。  

【課題】 

 ○令和元年度以降の体力低下傾向を踏まえ、体力向上につながる指導事例や指導のポイン

トを伝えていく必要があります。 

 ○若手教員や小学校において体育指導を苦手とする教員を対象にした研修会や実践事例集

などを作成し、指導力向上を図る必要があります。 

 ○GIGA スクール構想の普及に伴い、一人一台端末を有効活用した体育学習の在り方を研究

していく必要があります。 

 

 

②運動や運動遊びの楽しさを継続的に体験できる環境づくりの支援や機会の提供 

③保健体育等の指導や授業づくりに係る支援 
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（３）運動習慣に係る今後の課題 

「プラン 2017」における運動習慣の指標に対する現状や主な取組状況から、今後の課題と

して、以下の内容が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「運動が好き」、「運動をもっとやりたい」と思うなど、運動の楽しさを感じる児童生徒

を増加させること。 

○進んで運動や外遊びをするなど、運動の大切さを理解し生活に生かす児童生徒を増加

させること。 

○１日あたり 60 分以上の運動時間を確保するなど、望ましい運動習慣を実践する児童生

徒を増加させること。 
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３ 生活習慣について 規則正しく健康を意識した生活習慣 

（１）生活習慣の指標に対する現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 29 年度から 30 年度にかけては減少傾向が見られていましたが、令和元年度以降は全

体的に増加傾向に転じています。令和４年度には、小５中２とも目標値を上回り、小５女子、

中２男女は過去最高値を記録しました。新型コロナウイルス感染症の流行に伴う、学校の感

染症予防に関する指導や家庭・地域の感染症対策の取組の習慣化が、健康への意識向上につ

ながっていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自分の体や健康に関心を持つ児童生徒の増加 

仙台市健康実態調査における「健康に気を付けていることが『ある』」と回答した割合

について、平成 22年度から平成 27年度までの最高値を上回る。 

②睡眠時間が６時間未満の児童生徒の減少 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における「１日の睡眠時間が『６時間未満』」と

回答した割合について、平成 22 年度から平成 27年度までの最低値を下回る。 

※令和２年度全国調査は中止 
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 平成 30 年度の中２男子を除いて、平成 29 年度以降指標である平成 22 年度から平成 27 年

度までの最低値を下回っています。しかし、小５と中２の割合の差を見ると、学年が上がる

と睡眠時間が６時間未満と回答する生徒の割合が多くなり、男子に比べて女子の方がその傾

向が強く見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小５・中２とも平成 29年度以降、増加傾向が見られています。小５は男女とも令和３年度

に過去最高値を、中２は男女とも令和４年度に過去最高値を記録しました。様々なメディア

端末が普及する中、コロナ禍で外遊びやスポーツなど運動する機会が減少したことにより、

さらにメディア接触時間が増加したと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③テレビやゲーム等のメディア接触時間が３時間以上の児童生徒の減少 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における「学習以外で１日のメディア接触時間

（テレビ・ＤＶＤ・ゲーム機・スマートフォン・パソコンなど）が『３時間以上』」と

回答した割合について、平成 22 年度から平成 25年度までの最低値を下回る。 

                         ※令和２年度全国調査は中止 

④肥満傾向児の出現率の低下 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における肥満度が 20％以上の児童生徒の割合に

ついて、全国平均を下回る。            ※令和２年度全国調査は中止 
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平成 29 年度以降、小５中２とも肥満傾向児の割合は増加傾向にあります。また、女子に比べ

て男子の割合が高く、令和元年度以降男子の増加の幅が大きくなっています。全国と仙台市で

同様の傾向にありますが、小５男子は、全国より 1.5％程度高い状況で推移しています。コロナ

禍の中での運動機会の減少とメディア接触時間の増加等が、肥満度 20％以上の児童生徒の割合

を上昇させた一因となっていると考えられます。 

 

（２）生活習慣に係る施策の取組状況 

 

 

【主な取組状況】 

○望ましい生活習慣の確立に向けた各種チェックシートを作成し、活用を進めてきました。

また、疾病の早期発見・早期治療を目指して成長曲線や肥満曲線を作成し、活用事例の

研修を行っています。 

○歯の衛生モデル校を選定し、歯科校医や仙台歯科医師会との連携のもと、校内の歯科指

導を活性化させてきました。３年間のモデル校終了時には、歯科保健研修会の中で実践

内容を発表し、他校への普及を図っています。 

○平成 28年度より、東北大学と仙台市医師会との共同事業として、小５の全児童を対象に

仙台市独自の脊柱側わん症・運動器検診を行い、多くの疾病疑いを発見してきました。

また、指導資料を配付し日常の予防を推奨しています。 

○生活習慣の確立、がん教育、性に関する内容、薬物乱用防止に関する教員向け研修会を

実施しています。また、児童生徒対象の授業支援として、思春期教育や薬物乱用防止に

係る講師紹介を行い、専門家による効果的な取組を行っています。 

【課題】 

 ○生活習慣確立のための指導資料や研修の一層の充実を図るとともに、積極的な活用や実

践を促していく必要があります。 

 ○学校と家庭が連携した取組を推進していくために、家庭（保護者）の意識を高める手立

てを工夫していく必要があります。 

 

 

 

【主な取組状況】 

○学校保健委員会実施状況調査について、文部科学省調査に合わせて、独自の質問項目を

加えた調査を平成 30 年度まで実施し、調査結果を各校に提供し、取組に係る資料を紹介

しました。 

○健康状況の把握や健康相談の効果的な進め方等に関して、養護教諭を対象としたスキル

アップ研修や心のケア研修等で取り上げています。 

【課題】 

 ○学校保健委員会を積極的に活用した健康教育を推進するために、具体的な取組や運営事

例を紹介するなど、さらに活性化を図っていく必要があります。 

 

①規則正しく健康を意識した生活習慣の確立に向けた取組への支援 

②充実した学校保健活動の展開 
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【取組状況】 

○就学時健康診断や新入生保護者説明会の際に、児童館・児童センター等の事業内容につ

いて、保護者向けに説明するなど、家庭への支援に係る内容を周知しています。 

【課題】 

 ○健康教育に関する家庭支援について、他局や関係機関と連携した効果的な事業展開を検

討していく必要があります。 

 

（３）生活習慣の取組状況と課題 

「プラン 2017」における生活習慣の指標に対する現状や主な取組状況から、今後の課題と

して、以下の内容が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③関係機関との連携による家庭への支援 

○健康について気を付けるなど、健康に関心を持つ児童生徒を増加させること。 

○スクリーンタイムを減らしたり十分な睡眠時間を確保したりするなど、生活習慣の大

切さを理解し、生活に生かす児童生徒を増加させること。 

○十分な睡眠時間をとるために、毎日、同じくらいの時刻に寝て同じくらいの時刻に起き

るなど、望ましい生活習慣を実践する児童生徒を増加させること。 
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４ ３つの習慣を一体的に推進するための施策について 

（１）３つの習慣を一体的に推進するための施策の取組状況 

 

 

【取組状況】 

○毎年度、小学校と中学校の複数校を健康教育推進校に認定し、望ましい食習慣・運動習

慣・生活習慣の育成を図る研究実践に取り組んでいます。取組の成果は、研修会等で発

表したり、推進校の実践事例集を発行したりするなど、広く普及に努めています。 

【課題】 

 ○実践事例集の内容の充実に努め、健康教育推進校以外の学校においても積極的に活用し

た取組を促していく必要があります。 

 

 

 

【取組状況】 

○平成 21年度以降毎年、仙台市健康実態調査の中で「健康に関する調査」として、小学校

から高校までの全ての学年（小中は各学年 20校程度、高校は全学年５校全ての児童生徒

を対象）で、食習慣・運動習慣・生活習慣に関するアンケート調査を実施し、３つの習

慣に関する意識や健康実態を把握しています。調査結果から年度ごとの傾向や経年変化

等の分析・考察を行い、「健康実態調査報告書」を毎年度発行し、各校の取組に生かした

り施策に反映させたりしています。 

【課題】 

 ○健康実態調査から得られた本市の実態と現状を学校だけではなく、家庭や地域とも共有

し、有効活用を図る必要があります。 

 

 

 

【取組状況】 

○教職員、保護者、市民を受講対象とした「仙台っ子健康セミナー」を毎年夏季休業中に

開催しています。食育・体育・保健の有識者を講師に迎え、健やかな体の育成のために、

それぞれの視点からの講演を実施しています。 

【課題】 

 ○本市における児童生徒の健康に関する現状を広く認識できるよう広報を工夫するととも

に、３つの習慣を一体的に捉えた施策の一層の推進を図る必要があります。 

 

（２）３つの習慣を一体的に推進するための施策に係る今後の課題 

○健やかな体を育成していくためには、食習慣・運動習慣・生活習慣を関連付けた取組に

ついて、児童生徒や保護者、教職員の意識をさらに高め、学校、家庭、地域が連携した

実践に結び付けていく必要があります。 

①健康教育推進のための学校支援 

②健康実態調査における児童生徒の健康状況等の把握と活用 

③児童生徒の健やかな体の育成の啓発及び推進 
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第４章 基本的な方向性 

 

１ 目指す児童生徒の姿 

   プラン 2017 で掲げた目指す児童生徒の姿である「しっかり食べて、たっぷり運動し、ぐっ

すり眠り、笑顔と元気があふれる仙台っ子」をベースに、本プランにおいて重点的に身に付

けさせたい表現を用いて、以下のような児童生徒の姿を目指していきます。 

    

 

 

 

２ プランの目標 

    

 

 

３ 習慣ごとの目標及び重点項目と指標 

習慣ごとの目標 重点項目（指標） 

【食習慣】 

１日３食をバランス 

よく食べる食習慣 

 

 

① 食事の楽しさを感じる児童生徒の増加     

（食事をすることが楽しみ） 

② 食事の大切さを理解し生活に生かす児童生徒の増加    

（食べ残しを減らす） 

③ 望ましい食習慣を実践する児童生徒の増加   

（毎日朝食を食べる、バランスよく食べる） 

【運動習慣】 

体力向上につながる 

運動習慣 

 

 

① 運動の楽しさを感じる児童生徒の増加     

（運動が好き、運動をもっとやりたいと思う） 

② 運動の大切さを理解し生活に生かす児童生徒の増加    

（進んで運動や外遊びをする） 

③ 望ましい運動習慣を実践する児童生徒の増加  

（１日あたり１週間あたりの運動時間を増やす）  

【生活習慣】 

規則正しく健康を意識

した生活習慣 

 

 

 

① 健康に関心を持つ児童生徒の増加        

（健康について気を付けている） 

② 生活習慣の大切さを理解し生活に生かす児童生徒の増加  

（スクリーンタイムを減らす・十分な睡眠時間を確保する）  

③ 望ましい生活習慣を実践する児童生徒の増加  

（十分な睡眠時間をとるために、毎日、同じくらいの時刻に寝

て、同じくらいの時刻に起きている）  

バランスよく食べて、進んで運動し、ぐっすり眠る、 
笑顔と元気あふれる仙台っ子 

   「望ましい食習慣・運動習慣・生活習慣を身に付け、毎日の生活を明るく、楽しく、

生き生きと健康的に過ごすことができる児童生徒の育成」を目指します。 
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４ 「食事」「運動」「睡眠」の意味 

「食事」、「運動」、「睡眠」は、人が生きていくうえで、必要不可欠なことです。児童生徒が

それらの意味や効果をしっかりと理解して、３つの習慣を身に付けていくことが重要です。 

  

５ 健やかな体を目指した健康サイクル 

   下記の図のように、１日の中で食習慣・運動習慣・生活習慣が、健康サイクルに反映され

ていくことで「健やかな体」の育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事の意味 

○体（骨や筋肉、血液等）を作る原料となる。 

○体を動かすエネルギー源になる。 

○体の調子を整え抵抗力を高める。 

○１日の活動の節目、楽しみとなる。 

運動の意味 

○体力や持久力がつき、身体活動が行いやすくなる。 

○柔軟性が高まり、筋力・筋肉量が増え、心肺機能が高まる。 

○健康的な体格が維持できる。 

○爽快感や達成感から精神的な安定がもたらされる。 

睡眠の意味 

○疲労から体を回復させる。 

○脳を休息・回復させ、日中に見たことや学習したことを脳に定着させ 

たり整理したりする。 
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６ 目標達成のための６つの施策 

 本プランの目標を達成するために、以下の６つの施策に取り組みます。具体的な取組内容に

つきましては、「第５章 今後５年間に推進する施策と具体的な取組」に記載します。 

 

（１）児童生徒の健康実態の把握と活用 

 

（２）学校・家庭・地域・関係機関との連携・協働 

 

（３）健康教育の充実と普及・啓発 

 

（４）教員の資質能力の向上と指導の充実 

 

（５）運動環境づくりの推進 

 

（６）学校支援体制の構築 
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７ 発達段階に応じて定着させたい具体的な姿 2024 

    
発達段階 

（学年） 
習 慣 

小  学  校 中  学  校 高  等  学  校 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 2 年 3 年 １年 ２年 ３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

食事に興味関心を持ち、バランスよく食べることの大切
さを理解し実践する時期 

１日３食を 

バランス 

よく食べる 

食習慣 

体力向上に 

つながる 

運動習慣 

規則正しく 

健康を 

意識した 

生活習慣 

食に関する自己管理能力を身に付け、日常の食生活に生
かす時期 

生涯にわたって自立した食生活を実践できるようにする
時期 

運動に興味関心を持ち、進んで取り組むことによって運
動の基礎を身に付ける時期 

望ましい生活習慣について理解し、基本的な生活リズム
を身に付ける時期 

多くの運動経験を通して、運動の大切さを理解し、進ん
で運動に取り組む時期 

卒業後も運動やスポーツに持続的に関わることができる
ようにする時期 

自分の健康を管理し、規則正しい生活習慣を実践的に身
に付ける時期 

社会的に自立するまでに、主体的に生活をコントロール
する力を身に付ける時期 

規則正しい生活リズムの中で、１日３食を食べる 
規則正しい生活リズムの中で、１日３食のバランスを考えて

食べる 

規則正しい生活リズムの中で、１日３食をバランスよく、自分

の活動に必要な量を考えて食べる 

いろいろな食べ物を組み合わせ、好き嫌いせずに食べる 主食・主菜・副菜を組み合わせて、バランスよく食べる 
主食・主菜・副菜を組み合わせ、体に必要な栄養素を考えてバ

ランスよく食べる 

食事に興味関心を持ち、楽しく食べる 
日常の食事に関心を持ち、食の大切さを理解しながら、場に

応じて楽しく食べる 

日常の食事に関心を持ち、食の大切さを理解し、自ら調理して

食べることができる 

１日の中で、体を動かす遊びや運動する習慣を身に付ける 
日常的に運動する習慣を身に付け、進んで運動やスポーツに

取り組む 

自分に必要な運動量や運動時間を設定し、運動やスポーツに

習慣的に取り組む 

運動遊びを通して、体を動か

す楽しさを味わう 
様々な運動やスポーツを経験し、その楽しさや喜びを味わう 

好きな運動やスポーツを継続し、その楽しさや喜びを持続的

に味わう 

運動を通して、体を動かす楽

しさや喜びを味わう 

望ましい生活習慣について理解し、自分の体や毎日の過ごし

方に関心を持って生活する 

健康によい生活習慣について理解し、健康の保持増進に関心

を持って生活する 

健康的な生活について理解し、自分に合った健康の保持増進

の仕方を意識して生活する 

望ましい生活習慣のために、スクリーンタイムの時間を決め

て生活する 

健康によい生活習慣のために、スクリーンタイムを自分でコ

ントロールして生活する 

健康的な生活のために、スクリーンタイムのコントロールや

デジタルデバイスの適切な使い方を考えて生活する 

運動することの大切さを理解し、多様な運動に取り組む 
運動や体力の必要性を理解し、自分に合った運動やスポーツ

に取り組む 

体を動かすことや運動の楽しさを感じながら、基本的な動き

を身に付ける 

毎日、同じくらいの時刻に起床・就寝して、十分な睡眠時間を

確保した生活をする 

十分な睡眠時間を確保するために、起床・就寝する時刻を自

分で決めて生活する 

健康的な生活のために、自分に必要な睡眠時間や休息時間を

決めて自立的に生活する 
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第５章 今後５年間に推進する施策と具体的な取組 

 

第４章で示した本プランの目標や重点項目を達成するために、６つの施策を調定し、それぞれ

の施策ごとに具体的に取り組む主な内容を、以下のとおりまとめました。これらの取組を通して、

児童生徒に望ましい食習慣・運動習慣・生活習慣を身に付けさせ、「健やかな体」の育成を進めて

まいります。 

 

１ 目標達成のための６つの施策と取組 

（１）児童生徒の健康実態の把握と活用 

プランを有効に実施していくためには、児童生徒の健康状態や生活の状況を把握し、実態

に応じた取組を展開していく必要があります。本プランにおいても、健康診断や体力・運動

能力調査、健康に関する調査を継続し、学力検査や生活・学習状況調査とも関連させながら、

得られた結果を様々な取組に活用していきます。 

 

【健康実態を把握するための調査の実施】 

・仙台市健康実態調査の実施 

・【新規】保護者を対象にした「児童生徒の健康に関するアンケート調査」の実施 等 

【調査を正確に実施するための学校支援】 

・体力・運動能力調査に関する実技研修会の実施 

・仙台市スポーツ推進委員の派遣等による体力・運動能力調査の測定支援 等 

【調査結果を改善に生かすための分析と取組】 

・【新規】健康実態調査と標準学力検査、生活・学習状況調査とを関連させた調査結果の活用 

・【新規】大学等との連携による現状分析・取組検証・改善策の実施 等 

【結果活用のための学校支援】 

・仙台市健康実態調査報告書の作成 

・【新規】調査結果の児童生徒への個別活用（一人一台端末の活用） 

・【新規】体力・運動能力調査結果を児童生徒の意欲向上につなげる仕掛けづくり 等 

 

（２）学校・家庭・地域・関係機関との連携・協働 

児童生徒の「健やかな体」を育成していくためには、家庭や地域、関係機関との連携が必

要です。学校を含む四者の協働した取組を推進し、健康教育の充実を図っていきます。 

 

【学校・家庭・地域との連携による健康教育の推進】 

・市民センター、児童館と連携した講座の実施 

・放課後子ども教室事業 等 
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【食育関係での連携・協働】 

・学校給食週間に合わせた取組の実施 

・給食試食会や親子食育講座の開催 

・地場産物の活用による食育の推進 等 

【体育関係での連携・協働】 

・地域のスポーツ関係団体と連携したスポーツイベント等の実施 

・マイタウンスポーツ活動推進 

・校庭・体育館の自由活動開放事業 等 

【保健関係での連携・協働】 

・仙台市独自の小学５年生全児童対象の脊柱側わん症・運動器検診の実施 

・学校保健委員会の活性化による健康教育の推進 

・歯と口の健康に関する取組の推進 

・成長曲線を活用した個別相談指導の推進 等 

 

（３）健康教育の充実と普及・啓発 

健康教育に関する先進的な取組を支援していくとともに、それら実践の成果を広く普及させ

ることにより、各学校における創意工夫のある健康教育活動を促します。また、児童生徒や保

護者、市民へも分かりやすく受け入れやすい啓発活動にも努めます。 

 

【健康教育推進校やモデル校の取組と成果の普及】 

・健康教育推進校の取組と成果の普及 

・歯の衛生モデル校の取組と成果の普及 

・歯肉炎予防対策モデル事業 等 

【健康教育の幅広い普及と啓発】 

・教職員と市民を対象にした食育・体育・保健に関する健康セミナーの実施 

・【新規】健康づくりのための保護者用・児童生徒用・未就学児用リーフレットの作成 

・教育委員会ＷＥＢページ（健康教育）の充実 

・青少年に向けたエイズ・性感染症予防啓発 等 

 

（４）教員の資質能力の向上と指導の充実 

健康教育を推進していくうえで、教員の資質能力を高め、児童生徒への指導の充実を図る

ことは有効な手立てになります。教員の指導力を高めるための研修会の開催や、授業等に役

立つ指導資料等の紹介を行います。 

 

【教員の資質能力の向上や授業づくりへの支援】 

・食育の推進に向けた栄養教諭・学校栄養職員の資質能力の向上に関する研修の実施 

・体育・保健体育の授業づくりに関する研修の実施 

・養護教諭の資質能力の向上、保健教育の充実に関する研修の実施 
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・【新規】授業等におけるＩＣＴの有効活用に関する研修の実施 

・文部科学省等主催研修の伝達講習の実施 

・教育研究会や大学等との連携による体力向上、健康課題改善等に関する研修の実施 等 

【指導の充実のための資料等の活用】 

・食に関する指導資料の紹介 

・運動に関する指導事例や場の設定例、有効な教材・教具等の紹介 

・健康や生活習慣に関する指導資料・実践例の紹介 等 

 

（５）運動環境づくりの推進 

児童生徒が日常的に運動に取り組むための環境づくりをしていくことは、運動習慣を身に

付けさせるとともに、生涯にわたって運動やスポーツに親しむための素地になるものです。

また、中学生の持続可能で多様な運動機会を確保していくために、部活動の地域移行を推進

します。 

 

【運動の日常化を図るための取組支援】 

・運動の日常化を図るためのアイデアの提案 

・【新規】学校改築等により運動施設に使用制限がある学校に対する取組支援 

・子供向けスポーツ教室・イベントの開催 

・学校施設開放事業の推進 等 

【運動部活動の地域移行の推進】 

・部活動指導員や外部指導者の派遣による部活動支援 

・【新規】地域における運動部活動の受け皿づくりや指導者の確保 

・【新規】部活動の地域移行に係るモデル事業 等 

 

（６）学校支援体制の構築 

学校の教育活動の充実を図るために、アスリートや専門分野の講師等の人材を学校に派遣

したり、学校全体で取り組むことのできる資料等を紹介したりするなど、学校を支援する体

制を構築していきます。 

 

【授業等の充実を図るための人材派遣】 

・学校給食訪問による食育推進に係る支援 

・アスリートや地元スポーツチーム等によるスポーツ教室の実施 

・スポーツ団体や地域人材等を活用した体育実技補助指導者や武道実技補助指導者の派遣 

・学校訪問による体育・保健体育の授業づくりや運動環境づくりへの支援 

・健康教育の充実に向けた支援（思春期保健健康教育、薬物乱用防止教室の開催支援） 等 

【指導計画・啓発資料の活用】 

・児童生徒が自ら３つの習慣を身に付けるための児童生徒用資料の活用促進 

・食育・運動・健康に関する指導の全体計画や年間指導計画等のモデルの活用 等 
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２ 主要な取組のねらい・実施内容・実施計画 

（１）児童生徒の健康状況の把握と活用 

【健康実態を把握するための調査の実施】 

仙台市健康実態調査の実施 

 ねらい  

仙台市立学校の児童生徒を対象に、発育状況・疾病等、体力・運動能力及び食習慣、運動習

慣、生活習慣についての実態を把握し、分析検討を加え、児童生徒の健康の保持増進と体力の

向上を図るための資料として活用します。 

 

 実施内容  

○発育測定（身長・体重・四肢の状態等）及び一般検診（疾病等）【全児童生徒】 

○体力・運動能力調査（新体力テスト８項目）【全児童生徒】 

○健康に関する調査（食習慣・運動習慣・生活習慣に関するアンケート調査）【指定抽出学年】 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

保護者を対象にした「児童生徒の健康に関するアンケート調査」の実施 

 ねらい  

仙台市立学校の児童生徒の保護者を対象に、食習慣、運動習慣、生活習慣についてアンケー

ト調査を実施し、家庭における児童生徒の実態及び保護者の意識状況を把握し、今後の児童生

徒の健康の保持増進を図るための資料として活用します。 

 

 実施内容  

○仙台市健康実態調査の一つとして実施 

○保護者から見た児童生徒の食習慣・運動習慣・生活習慣に関す項目及び保護者の健康に対す

る意識に関する項目【指定抽出学年】 

○結果及び分析・考察について、保護者に提供、市民にも公開（市教委ＨＰ等） 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

仙台市健康実態調査の実施 

保護者対象「児童生徒の健康に関するアンケート調査」の実施 調査準備 
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【調査を正確に実施するための学校支援】 

体力・運動能力調査に関する実技研修会の実施 

 ねらい    

仙台市立学校の教員を対象に体力・運動能力調査の趣旨及び本市児童生徒の体力・運動能力

の現状について伝達するとともに、体力向上に有効な運動例や体力テスト実施上の留意点・正

しい測定法について、実技を通した研修を実施し各校の取組に生かします。 

 

 実施内容    

○研修会の内容例 

・仙台市児童生徒の体力・運動能力の概要 

・体力・運動能力調査の取り組み方 

・体力・運動能力調査実施上の留意点及び正しい測定方法 

・体力向上に有効な運動事例等の紹介 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

仙台市スポーツ推進委員の派遣等による体力・運動能力調査の測定支援 

 ねらい  

体力・運動能力調査の正しい測定及び円滑な実施のために、測定支援を希望する仙台市立学

校に対し、仙台市スポーツ推進委員を派遣します。 

 

 実施内容  

○学校からの協力依頼に応じて、以下の流れで仙台市スポーツ推進委員を派遣 

 

 

 

 

 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

仙台市スポーツ推進委員の派遣 

体力・運動能力調査に関する実技研修会の実施 



- 31 - 

 

【調査結果を改善に生かすための分析と取組】 

健康実態調査と標準学力検査、生活・学習状況調査とを関連させた調査結果の活用 

 ねらい  

「仙台市健康実態調査」の結果と「仙台市標準学力検査」及び「仙台市生活・学習状況調査」

の結果とを関連させた分析を行い、体力と学力のバランスのとれた児童生徒を育成するための

総合的な方策につなげます。 

 

 実施内容  

○「仙台市健康実態調査」、仙台市標準学力検査」、「仙台市生活・学習状況調査」を関連させた

結果の分析 

○「体力」と「学力」の相関関係の検証、「体力」と「学力」の双方を向上させるための総合的

な方策を検討するための委員会（プロジェクトチーム）の設置 

○分析結果の提示及び結果を活用した方策の提示 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

大学等との連携による現状分析・取組検証・改善策の実施 

 ねらい  

実効性のあるプランを推進していくために、学校現場や大学、関係機関等と連携し、現状を

分析し、各施策の取組状況を検証します。また、プランの実績・評価を踏まえた施策の改善策

及び社会情勢や教育課題の変化に応じた対応策を実施します。 

 

 実施内容  

○大学教員、学校現場教員、関係機関職員、市教委職員による検証委員会の設置 

○令和７年度末に、プラン計画期間前半の検証と計画期間後半の方向性を検討 

○プランの計画期間後半に向けた見直しに伴う改善策の周知と実施 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

仙台市標準学力検査等と関連させた結果分析・方策の提示 

プランの実施・現状分析・取組検証 

連携準備 

プランの改善策の実施 
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【調査活用のための学校支援】 

仙台市健康実態調査報告書の作成 

 ねらい  

 毎年度、本市児童生徒の発育、疾病等の状況及び体力・運動能力並びに食習慣、運動習慣、

生活習慣の意識調査の結果と考察をまとめ、本市及び各学校における児童生徒の健康の保持増

進と体力の向上を図ることを目的として、報告書を作成します。 

 

 実施内容  

○学校保健関係調査の結果（定期健康診断結果） 

○学校体育関係調査の結果（仙台市体力・運動能力調査） 

○健康に関する調査の結果（食習慣・運動習慣・生活習慣に関するアンケート調査） 

○毎年度末に冊子並びにＰＤＦデータで作成 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

調査結果の児童生徒への個別活用（一人一台端末の活用） 

 ねらい  

体力・運動能力調査結果を効果的に活用し、児童生徒一人一人が自身の課題を認識するとと

もに、自分に合った目標を立て、体力・運動能力の向上に向けた運動に取り組むことを目指し

ます。 

 

 実施内容  

○一人一台端末を用いた体力・運動能力調査結果の活用方法の検討 

○課題を改善するための映像による運動例の紹介 

○体育の授業等での活用 等 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

手法の検討 導入準備・一人一台端末を用いた調査結果の活用実践 

仙台市健康実態調査報告書の作成・配付 
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体力・運動能力調査結果を児童生徒の意欲向上につなげる仕掛けづくり 

 ねらい  

体力・運動能力調査結果を運動意欲の向上につなげ、児童生徒一人一人の運動習慣の定着を

図るために、一人一台端末等を活用した様々な仕掛けづくりに取り組みます。 

 

 実施内容  

○一人一台端末を活用し、児童生徒が個人や集団で取り組むことができる仕掛け 

○考えられる取組例 

 ・日常の運動を記録し運動量に応じたポイント付与等、運動量の「見える化」の取組 

 ・体力向上を目的としたサイトの運営 

 （様々な種目の記録にチャレンジ、運動遊びの紹介、チャレンジランキング等） 

  

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入計画・準備 一人一台端末を活用した仕掛けの展開 
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（２）学校・家庭・地域・関係機関との連携・協働 

【食育関係での連携・協働】 

学校給食週間に合わせた取組の実施 

 ねらい    

学校給食の意義や役割について、児童生徒、教職員、保護者、地域住民等の理解・関心を高

め、学校給食のより一層の充実と発展を図ります。 

 

 実施内容   

○全国学校給食週間（１月 24日～１月 30 日）に合わせ、各校において様々な取組を実施 

 （取組例）・特別メニューや人気メニューの提供 

・児童生徒が主体となった給食への理解や関心を高める活動 等 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

給食試食会や親子食育講座の開催 

 ねらい    

保護者に学校給食への理解を深めてもらうとともに、児童生徒の望ましい食習慣の形成や食

を通じたコミュニケーションの促進、生活リズムの改善等を図ります。 

 

 実施内容   

○各校や各給食センターにおける給食試食会・食育講座を通した学校給食の理解促進や望まし

い食習慣の形成 

○各校の社会学級や PTA 等と連携した食育に関する講話や調理実習を内容とする親子食育講座

の開催 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

学校給食週間に合わせた取組の実施 

給食試食会や親子食育講座の開催 
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地場産物の活用による食育の推進 

 ねらい    

学校給食において地場産物を活用することにより、児童生徒が地域の食材や生産者の思いを

学び、食に関する理解や関心を深めることにつなげます。 

 

 実施内容   

○近隣の農家から購入した地場の野菜等の学校給食における活用 

○社会科や家庭科の授業における関連する学習の展開 

○児童生徒と農家の交流する機会の設定 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

【体育関係での連携・協働】 

地域のスポーツ関係団体と連携したスポーツイベント等の実施 

 ねらい    

地域のスポーツ団体と連携した取組として、子供が運動の楽しさ、爽快さ、達成感などを体

験する場を設定し、学校外においても、様々な人たちと一緒に運動に親しむ機会にすることを

目的として実施します。 

 

 実施内容    

○関係団体 

 仙台市教育委員会、仙台市文化観光局、仙台市スポーツ振興事業団、 

仙台市学区民体育振興会連合会、仙台市スポーツ推進委員協議会 

○事業概要と活動例 

 ・行政区ごとに小学校と学区民体育振興会等との連携によるスポーツイベントの開催 

 ・ファミリーバドミントン、子供相撲大会、子供綱引き大会などの実施 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

地場産物の活用による食育の推進 

地域のスポーツ関係団体と連携したスポーツイベント等の実施 
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【保健関係での連携・協働】 

仙台市独自の小学５年生全児童対象の脊柱側わん症・運動器検診の実施 

 ねらい    

成長期からの健全な運動器の発育のために、仙台市立小学校の５年生全児童を対象に、機材

を使用した脊柱側わん症検査と内科検診時の検診項目に５項目を追加した運動器検診を実施し

ます。疾患や異常の早期発見と適切な対処、治療、指導につなげていきます。 

 

 実施内容    

○仙台市独自の脊柱側わん症・運動器検診の実施 

・調査票による問診【保護者による回答】 

・検査機関・医師による脊柱側わん症・運動器検診【対象：小学５年生全児童】 

・脊柱側わん症・運動器検診結果、専門医療機関での二次検診受診勧告【有所見者児童】 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

学校保健委員会の活性化による健康教育の推進 

 ねらい    

各校の学校保健委員会の取組状況を把握し、特色ある取組や効果的な実践につなげている学

校を紹介して、学校保健委員会のさらなる活性化を図り、健康教育を推進します。 

 

 実施内容    

○学校保健委員会に関する全国調査と仙台市独自調査の実施【全市立学校対象】 

○学校保健委員会取組状況の情報収集 

○学校保健委員会を有効活用した参考事例の紹介 

 ・学校保健委員会の参加者やテーマを工夫した取組 

・食育、体育、保健の３つの分野が連携した取組と学校保健委員会の関わり など 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

小学５年生を対象にした脊柱側わん症・運動器検診の実施 

学校保健委員会に関する調査の実施・参考事例の紹介 
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歯と口の健康に関する取組の推進 

 ねらい    

児童生徒の歯と口の健康を保持増進するために、歯科検診を効果的に活用し、検診結果から

実態把握と適切な事後指導につなげます。また、年間を通した継続的な取組により、う歯の予

防や歯肉を健康的に保つことを目指します。 

 

 実施内容   

○歯科検診の効果的な実施（問診・受検・事後措置） 

○歯科検診を生かした保健指導 

○「歯と口の健康週間」や「いい歯の日」の取組をもとに年間を通した歯科保健指導の促進 

○歯科保健に関する職員向け研修 等 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

成長曲線を活用した個別相談指導の推進 

 ねらい    

発育測定の結果から成長曲線を毎年度作成し、それを活用した生活習慣の改善指導に取り組

みます。また、養護教諭と栄養教諭・学校栄養職員が連携し、児童生徒や保護者に対し専門性

を生かした個別相談指導を実施します。 

 

 実施内容    

○発育測定の結果から成長曲線の作成（校務支援システム入力による自動作成） 

○保護者への成長曲線の結果提示と異常がある場合の受診勧告 

○養護教諭と栄養教諭・学校栄養職員が連携した生活習慣改善のための個別相談指導の実施 

○教職員に対する成長曲線の活用の仕方等の研修や活用事例の紹介 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

歯科検診と効果的な歯科保健指導の実施 

成長曲線を活用した個別相談指導の実施 



- 38 - 

 

（３）健康教育の充実と普及・啓発 

【健康教育推進校やモデル校の取組と成果の普及】 

健康教育推進校の取組と成果の普及 

 ねらい   

健康教育を推進していくために、健康教育推進校を指定し児童生徒に望ましい食習慣、運動

習慣、生活習慣の先進的な取組を促します。また、実践の成果を普及・活用を促すことで、他

校における創意工夫のある健康教育活動を推進します。 

 

 実施内容   

○食育・学校体育・学校保健の３つの分野の関連を図った健康教育の推進 

○毎年度、推進校として２～３校程度を募集、指定期間は原則２年間 

○指定期間中の研究実践への指導助言、推進校連絡会による情報交換会の実施 

○健康教育推進校実践事例集の作成や実践発表により、成果を普及 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

歯の衛生モデル校の取組と成果の普及 

 ねらい  

歯と口の健康を保持増進するために、歯の衛生モデル校を指定し、校内体制を構築すること

で、効果的な指導を実施します。また、実践の成果を普及・活用を促すことで、他校における

創意工夫のある歯科保健活動を推進します。 

 

 実施内容   

○歯と口の健康の保持増進に関する先進的な実践研究 

○３年間に一度、モデル校として３校程度を募集（指定期間は原則３年間） 

○指定期間中の研究実践への指導助言、モデル校連絡会による情報交換会の実施 

○指定期間終了後、実践発表や仙台市歯科医師会公式サイトへの実践報告による成果の普及 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

健康教育推進校指定（原則２年間）→ 研究実践 → 成果の普及 

現在の歯の衛生モデル校（R5～）の取組
と３年経過時の実践報告 新たな歯の衛生モデル校（R8～）の取組 
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【健康教育の幅広い普及と啓発】 

教職員と市民を対象にした食育・体育・保健に関する健康セミナーの実施 

 ねらい    

児童生徒に望ましい食習慣や運動習慣、生活習慣を身に付けさせ、健康に対する主体的な態

度を育成するために、教職員の意識と資質の向上を図ります。また、家庭と学校の連携を構築

するための足掛かりとし、保護者や市民の意識向上を図ります。 

 

 実施内容    

○夏季休業中に「仙台っ子健康セミナー（健康教育研修会）」として開催 

 ・主催：仙台市教育委員会、仙台市学校保健会 

 ・対象：仙台市立学校の教職員、保護者、市内の一般市民 

・内容：食育・体育・保健の専門家による講演及び健康教育推進校の実践発表 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

健康づくりのための保護者用・児童生徒用・未就学児用リーフレットの作成 

 ねらい  

児童生徒に望ましい食習慣、運動習慣、生活習慣を身に付けさせるために、児童生徒の意識

向上を図るとともに、家庭での取組にもつなげることを目的としたリーフレットを作成し、活

用を促していきます。 

 

 実施内容  

○児童生徒用リーフレット…自身の健康に対する意識向上を主とした内容 

○保護者用リーフレット …家庭での取組を主とした内容 

○未就学児用リーフレット…小学校入学前までに身に付けさせたいことを主とした内容 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

未就学児用の活用 児童生徒用、保護者用の順次作成・活用 各種リーフレットの活用 

食育・体育・保健に関する健康セミナーの実施 
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教育委員会ＷＥＢページ（健康教育）の充実 

 ねらい  

仙台市健やかな体の育成プランを幅広く普及させ推進していくために、教育委員会の健康に

関連するＷＥＢページの充実を図ります。 

 

 実施内容  

○学校給食・学校体育・学校保健に係るコンテンツの充実 

○体力向上を目指したサイトの開設 

○健やかな体の育成に関する情報発信 

○学校ＨＰから教育委員会ＨＰにつながるリンクの設定 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会ＷＥＢページの順次更新 
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（４）教員の資質能力の向上と指導の充実 

【教員の資質能力の向上や授業づくりへの支援】 

食育の推進に向けた栄養教諭・学校栄養職員の資質能力の向上に関する研修の実施 

 ねらい    

各校における食に関する指導の充実等を図るため、栄養教諭や学校栄養職員を対象とした各

種研修を実施します。 

 

 実施内容   

○栄養教諭や学校栄養職員の経験年数を踏まえた研修の実施 

（採用１年目、５年目、10 年目研修） 

○衛生・栄養管理、食に関する指導等に関する研修の実施 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

体育・保健体育の授業づくりに関する研修の実施 

 ねらい    

 教員の資質向上と授業の充実を図るため、学校体育の理論や学習指導要領の趣旨を踏まえた

授業づくり及び実践についての研修を実施します。また、各校の体力向上に係る取組等の情報

交換等を行い、体育・保健体育の授業づくりに生かします。 

 

 実施内容    

○文部科学省及びスポーツ庁主催の中央研修会の伝達 

○大学教授等の専門家による体育・保健体育における今日的課題に関する講演 

○教育委員会指導主事、市内小中学校教諭による講義・演習 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

体育・保健体育の授業づくりに関する研修の実施 

食育の推進に向けた栄養教諭・学校栄養職員の資質能力の向上に関する研修の実施 
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養護教諭の資質能力の向上、保健教育の充実に関する研修の実施 

 ねらい   

 養護教諭としての資質能力、専門性や指導力の向上を目指し、学校保健活動の中心的な存在

としてコーディネート力を発揮できるようにするために、年次研修及び養護教諭対象研修を実

施します。 

 

 実施内容   

○養護教諭の経験年数を踏まえた研修の実施 

（採用１年目、５年目、10 年目研修） 

○学校保健の推進者として必要な資質能力、いじめ・心のケアに関する研修の実施 等 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

授業等におけるＩＣＴの有効活用に関する研修の実施 

 ねらい  

児童生徒一人一人の健やかな体を育成することを目指して、一人一台端末を活用し個別最適

化した取組を推進していくとともに、健康教育に係る授業において効率的・効果的な指導がで

きることを目的に、ＩＣＴを有効活用するための教員向け研修を実施します。 

 

 実施内容  

○望ましい食習慣・運動習慣・生活習慣につなげるための一人一台端末の活用法 

○体力・運動能力調査結果を体力向上につなげるための一人一台端末の活用法 

○体育・保健体育の授業の効果的な指導のためのＩＣＴの活用法 

○食育や学校保健の効果的な指導のためのＩＣＴの活用法 など 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

授業等におけるＩＣＴの有効活用に関する研修の実施 

養護教諭の資質能力の向上、保健教育の充実に関する研修の実施 
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文部科学省等主催研修の伝達講習の実施 

 ねらい    

文部科学省等が主催する国の研修を受講した教員を講師とし、受講した研修内容を伝達する

ことで、国が目指す方向性や今日的課題、学習指導要領を踏まえた指導の在り方等を各学校の

教員と共有し、指導者としての資質能力と指導力向上を図ります。 

 

 実施内容   

○体育・保健体育指導力向上研修伝達講習会（国の体育・保健体育指導力向上研修の伝達講習） 

○栄養教諭・学校栄養職員研修会（国の食育指導者養成研修の伝達講習を含む） 

○学校保健研修会（国の健康教育指導者養成研修の伝達講習を含む） 

○学校安全担当者講習会（国の学校安全指導者養成研修の伝達講習を含む） 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

教育研究会や大学等との連携による体力向上、健康課題改善等に関する研修の実施 

 ねらい  

児童生徒の体力向上や健康課題改善等に向けて、仙台市小中学校教育研究会と連携した取組

を行ったり、大学や関係機関からの研修会講師による専門的な講話を実施したりすることで、

教員の実践的な指導力向上を図ります。 

 

 実施内容  

○仙台市小中学校教育研究会と連携した体力向上を目指した授業づくりのための研修の実施 

○仙台市小中学校教育研究会と連携した健康課題改善への取組のための研修の実施 

○大学や関係機関と連携し、専門的な知見を持つ講師による研修の実施  など 

 

 実施計画  

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

教育研究会や大学等との連携による研修の実施 

文部科学省等主催研修の伝達講習の実施 
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【指導の充実のための資料等の活用】 

食に関する指導資料の紹介 

 ねらい    

各校における給食時間の指導や各教科における指導の充実を図るため、食に関する指導資料

を各校へ紹介します。 

 

 実施内容   

○「仙台市食に関する指導の手引き」の活用 

 ・給食時間における指導のポイントの提示 

・安全かつ衛生的な給食の実施 

・「生きた教材」として活用できる献立作成 等 

○各種研修の機会を捉えた各校における食に関する指導の実践例の共有 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

運動に関する指導事例や場の設定例、有効な教材・教具等の紹介 

 ねらい    

運動に関心を持ち、意欲的に体育・保健体育の授業に取り組む児童生徒を育成するために、

運動に関する指導事例や場の設定例、有効な教材・教具等を紹介することで、教員の授業づく

りを支援し、授業の充実に図ります。 

 

 実施内容    

○各種研修会等の中で有効な運動事例や場の設定例等の紹介 

○体育・保健体育の授業に有効な教材・教具と活用方法の紹介 

○ＩＣＴを有効活用した体育・保健体育の指導事例の紹介 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

食に関する指導資料の紹介 

運動に関する指導事例や場の設定例、有効な教材・教具等の紹介 
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健康や生活習慣に関する指導資料・実践例の紹介 

 ねらい    

健康の保持増進や生活習慣の向上を図るために、様々な指導資料や実践事例を紹介すること

で、各校における健康教育の推進と指導の充実を図ります。 

 

 実施内容   

○教育委員会で作成した各種指導用資料の紹介 

 生活習慣改善やメディアに関する指導資料  歯と口の健康づくりに関する指導資料 など 

○各省庁や宮城県、仙台市関係部局等から発出される健康や生活習慣に関する資料の紹介 

○年次研修や各種研修会における実践発表による実践事例の紹介 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康や生活習慣に関する指導資料・実践例の紹介 
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（５）運動環境づくりの推進 

【運動の日常化を図るための取組支援】 

運動の日常化を図るためのアイデアの提案 

 ねらい    

児童生徒の運動機会の確保及び運動の日常化を図ることを目指し、学校における運動環境づ

くりのアイデアを提案します。また、学校における休み時間や放課後、家庭等で行う運動や運

動遊びの例を提示し、児童生徒が運動に親しむことができるよう支援します。 

 

 実施内容    

○「パワーアップ仙台っ子 運動の日常化に向けたアイデア集」（平成 26 年４月）の活用 

○特色ある運動環境づくりを行っている学校の紹介 

○体育の授業以外で、児童生徒が楽しく体を動かすことができる運動や運動遊びの紹介 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

学校改築等により運動施設に使用制限がある学校に対する取組支援 

 ねらい    

学校改築等による体育館や校庭の使用制限がある学校に対して、児童生徒の健康の保持増進

と体力の向上を図ることを目的として、具体的な場の設定や活動方法の資料等を提示し、学校

の取組を支援します。 

 

 実施内容    

○学校改築等により運動施設の使用制限がある学校や今後制限がかかる予定の学校の把握 

○運動施設の使用制限がある学校への学校訪問によるヒアリングの実施（実態把握） 

○学校に対する運動環境づくりや体育的活動の取組支援（アイデアの提示） 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

運動施設等に使用制限がある学校に対する取組支援 

運動の日常化を図るためのアイデアの提案 
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【運動部活動の地域移行の推進】 

部活動指導員や外部指導者の派遣による部活動支援 

 ねらい    

顧問として運動部活動の指導ができる「部活動指導員」及び有償ボランティアとして顧問の

補助的な役割を担う「外部指導者」を派遣し、生徒の充実した部活動の機会確保と教員の負担

軽減を行います。 

 

 実施内容    

○部活動指導員（会計年度任用職員） 

 ・顧問として単独で部活動指導や対外試合等の引率が可能 

 ・週 11時間の指導が上限（平日２時間×４日、土日のいずれか１日３時間） 

○外部指導者（有償ボランティア） 

・顧問の補助的な役割を担う（単独指導は不可） 

・年 36 回が謝金対象の上限（１回２～３時間、土日も含む） 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

地域における運動部活動の受け皿づくりや指導者の確保 

 ねらい    

生徒の豊かなスポーツ活動を実現するために、地元スポーツ団体や企業等との連携・協働に

より、運営団体や指導者を確保し、持続可能な運動活動環境を整備します。 

 

 実施内容   

○地元スポーツ団体や企業等との連携 

○部活動指導を希望する人材のデータベース化 

○地元企業等から推薦された人材を、教育委員会が仲介して学校に紹介し、条件に応じて部活

動指導員又は外部指導者として派遣 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

部活動指導員・外部指導者の派遣 

地域における運動部活動の受け皿づくりや指導者の確保 
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部活動の地域移行に係るモデル事業 

 ねらい    

休日おける部活動の地域移行を実現するために、学校・家庭・地域が連携した運営体制や環

境づくりのモデル事業を実施します。また、取組の成果を他校に普及させ、仙台市の部活動の

地域移行の推進に寄与することを目指します。 

 

 実施内容    

○休日の部活動地域移行を目指した学校・家庭・地域が連携した取組として考えられる例 

（例）・保護者会が主体となって運営する取組 

・学校支援地域本部が主体となって運営する取組 

・既存のスポーツ少年団に加入又は新規に立ち上げて実施する取組 

・地域のスポーツ団体の活動に参加する取組 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討期間 モデル校の指定（原則２年間）→取組→成果の普及 
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（６）学校支援体制の構築 

【授業等の充実を図るための人材派遣】 

学校給食訪問による食育推進に係る支援 

 ねらい    

児童生徒が食に関する知識や望ましい食習慣を身に付けることができるよう、教育委員会の

栄養士等が学校を訪問し、各校の取組を支援します。 

 

 実施内容   

○学校職員との意見交換等を通した食に関する指導等の実態把握 

○伝統食や郷土食の由来や意義、食材の産地に関すること等の指導・助言 

○衛生管理や食に関する指導・助言 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

アスリートや地元スポーツチーム等によるスポーツ教室の実施 

 ねらい    

豊かな経験と卓越した技術を兼ね備えたアスリートによる講話や実技指導を通して、児童生

徒が運動の魅力や楽しさを味わう機会を提供するとともに、主体的に運動やスポーツに親しむ

態度や習慣を身に付けることを目的とします。 

 

 実施内容    

○スポーツ教室の実施を希望する学校から、実施校を選定 

○学校の規模により、学級単位または学年単位での実施 

○実技指導を主としたアスリートによる講話を含む体育授業 

○これまでの実施例（仙台市アスリート活用事業） 

 ・体操教室  ・陸上ハードル走教室  ・バレーボール教室 など 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

学校給食訪問による食育推進に係る支援 

アスリートや地元スポーツチーム等によるスポーツ教室の実施 
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スポーツ団体や地域人材等を活用した体育実技補助指導者や武道実技補助指導者の派遣 

 ねらい    

体育（武道）実技の補助指導及び助言を行うために、地域人材等を補助指導者として派遣す

ることにより、体育（武道）指導の充実と安全確保を図り、さらに体育担当教員の資質向上を

目指します。 

 

 実施内容   

○体育実技補助指導者は、小学校体育の授業で担当の教員に協力して実技の補助指導及び助言

を実施 

○武道実技補助指導者は、中学校・中等教育学校（前期課程）武道の授業で担当の教員に協力

して実技の補助指導及び助言を実施 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

学校訪問による体育・保健体育の授業づくりや運動環境づくりの支援 

 ねらい    

健康教育課と仙台市教育センターが連携して、体育・保健体育の授業づくりや学校体育の推

進に係る学校訪問を実施し、授業の充実や運動環境づくりの支援を行います。 

 

 実施内容   

○体育・保健体育の授業づくりに関する指導助言 

○運動環境づくりや運動の日常化など、学校体育全般に関する指導助言 

○学校体育に関する相談事項への指導助言 など 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

体育（武道）実技補助指導者の派遣 

学校訪問による体育・保健体育の授業づくりや運動環境づくりの支援 
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健康教育の充実に向けた支援（思春期保健健康教育、薬物乱用防止教室の開催支援） 

 ねらい    

 専門的な講師を学校に派遣することで、多岐にわたる思春期の課題解決を目指した思春期保

健健康教育の推進や、児童生徒に対し医薬品の正しい知識の普及等をねらいとした薬物乱用防

止教室の開催など、学校における健康教育の充実に向けた支援を行います。 

 

 実施内容   

○思春期保健健康教育（対象：中・高等学校等 講師：宮城県助産師会から派遣） 

 ・自分の健康や相手を思いやることを考え、「生きる力」を身に付ける機会として実施 

 ・(内容例)男女それぞれの性の悩み、体や命の大切さ など 

○薬物乱用防止教室（対象：小・中・高等学校等 講師：仙台市薬剤師会等から派遣） 

 ・医薬品の正しい知識の普及と薬物乱用の恐ろしさの理解、絶対に危険な薬物には近づかな

い強い気持ちの育成 など 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

【指導計画・啓発資料の活用】 

児童生徒が自ら３つの習慣を身に付けるための児童生徒用資料の活用促進 

 ねらい    

 児童生徒自らが望ましい食習慣、運動習慣、生活習慣を身に付け、自己管理能力を高めてい

くことができるよう児童生徒用資料を提示し、各学校での活用を促進します。 

 

 実施内容   

○児童生徒が自ら活用して、３つの習慣を身に付けるための各種資料の提示 

（例）・健康生活を振り返るための「すくすくシート（生活チェックシート）」 

   ・スクリーンタイムを自己管理するための「メディアチェックシート」 

   ・運動を啓発するための「仙台っ子エクササイズ」、「マラソンカード」 など 

    

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

思春期保健健康教育・薬物乱用防止教室の開催支援 

児童生徒用資料の活用促進・資料の更新 
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食育・運動・健康に関する指導の全体計画や年間指導計画等のモデルの活用 

 ねらい    

望ましい食習慣、運動習慣、生活習慣の確立につながるよう、食育、学校体育、学校保健に

関する全体計画や年間指導計画のモデルを提示して各学校の取組を支援するとともに、活用を

促進します。 

 

 実施内容   

○食育、学校体育、学校保健に関する教育活動計画のモデルの提示 

・食に関する指導の全体計画・年間指導計画モデル（小学校用・中学校用） 

・体育・保健体育科の学年別年間指導計画モデル（小学校用・中学校用） 

・学校保健に関する全体計画・年間指導計画モデル（小学校用・中学校用） 

 

 実施計画   

2024（R6） 2025（R7） 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 

 

 

    

 

 

モデルを活用した各校での計画作成と実践・モデルの更新 
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第６章 本プランの推進にあたって 

 

１ 計画の進捗管理及び達成状況の点検・評価 

   本プランの各施策の達成状況等を把握していくために、以下のとおり進捗管理及び検証を

行います。 

 （１）「仙台市健康実態調査」結果、及び「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果から分

析を行い、体力・運動能力や体格について、現状や経年変化等を把握していきます。また、

食習慣・運動習慣・生活習慣のそれぞれについて設定した指標に基づき、毎年度、現状や

経年変化及び事業の実施状況を確認することで、プランの進捗管理を行います。 

    当面は、コロナ禍前の体力及び体格に戻すことを目指して取り組んでまいります。 

 （２）前年度の取組状況についての点検・評価を踏まえ、社会情勢や教育課題の変化を捉えつ

つ、適宜施策の改善を図りながら進めていきます。 

 （３）令和７年度末には、第三者による検証組織を設置し、プランの検証と計画期間後半の方

向性について、検討を行います。 

 

２ 多様な主体との連携・協働の推進と情報発信 

   健やかな体を育成するためには、家庭や地域、関係団体、大学等の多様な主体との連携・

協働が不可欠です。本プランのねらいを共有するとともに、これまで以上に連携を強化して

いくことが重要です。各主体が担う役割を踏まえ、それぞれが持つ情報・課題の共有を図り、

効果的な事業の展開を進めていきます。 

   また、健康教育を推進していくことは、現在から将来に至る市民の健康維持につながるこ

とから、広く一般市民の健康増進に係る機運を高めていく必要があります。そのために、ホ

ームページ等を活用するなど、分かりやすく丁寧な情報発信に努めていきます。 

 

３ 課題やニーズに応じた的確な対応 

   社会情勢が急速な展開を続ける中で、教育が対応すべき課題やニーズも刻々と変化してい

ます。また、国の動向や本市他局の健康に関するプランとの関連にも留意していく必要があ

ります。これらに応じていくためにも、情報を把握整理し、取り組まなければならない対策

を判断し、的確な対応に努めていきます。 


